o.t.p総研の想い
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今、世界が大混乱しています。
 
アメリカはデフォルトを回避したからと言っても根本的な立て直しの必要はあるでしょうし、世界同時株安に、各先進国も頭を悩ませています。
日本は経済以外にも東日本大震災、原発事故に加えて、台風の影響による河川の氾濫が起きるなど、ダメージが深刻な状況です。
 
なぜ、このようなことになってしまったのでしょうか？
我々はついに本気で考えるべき時に来ている気がしてなりません。
 
今までは、欲望のままとにかく経済発展、大量生産大量消費を繰り返し、環境を破壊して来ました。勿論、今まで経済を発展させるために行ってきたことで、恩恵を受けてきたのは我々であり、それを誰も責めることなどできません。物が無い時代には、物質的豊かさを求めることは当然であり、過去のことをとやかく言ったところで何ひとつ変わることは無いのですから…。
 
しかし、未来となると話は別です。未来は今から働きかけを行えば、変えて行けるのです。今、日本はボロボロな状態です。しかし、そのために目が覚めた人も多いのではないでしょうか？このままでは、本当にこの国はダメになってしまう。立ち上がらねばと！
 
今までと同じではダメなんだと！
 
価値観が変わりつつある今が、本当にルールを変えるべき時です。
 
もし、この危機的状況を抜け出した時、日本は世界に「お手本」を示せる国になるのではないか？そんな気がしています。
 
o.t.p総合研究所も、日々の研究、学びを通して、この国が「真の豊かさ」を得る為にはどうすれば良いのかを考え、発表していけたらと思います。
そして、この国を元気にしたい！！
 
それがo.t.p総研の想いなのです。
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SNSで広がる知識
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毎月のように書いていますが、今、SNS(ソーシャル・ネットワーキング・サービス)がものすごい勢いで広がりを見せています。私自身、この面白さにはまり、twitter、facebook、mixi、google+等を楽しんでいます。
 
最近このSNS、学習ツールとしてもかなり使えるなと思うことが多くなりました。使っていくうちに、twitterやgoogle+ は特にそういう目的の使い方にも向いていると思うようになってきました。
 
twitterを例に説明すると、まず、自分の好きなこと、趣味、知りたいことのキーワードで検索をかけ、同じ趣味を持つ人、気になる人は片っ端からフォローしてしまいます。そしてキーワードごとにリストに入れておきます。そうするとそのリストに入っている人達は、そのキーワードについてつぶやいていることが多い為、情報を仕入れていくことができるわけです。また、有効な情報ブログや、ショップの情報、イベントや、映像等にリンクが貼られていることも多いので、ますます知識が豊富になります。また、上手く関係性が作れれば、その記事を投稿している本人と会話を交わしてより知識を強化することもできるのです。これはかなり知識の強化に役立ちます。(あまりにキーワードからかけ離れているつぶやきばかりする人だった場合はリストから外せばいいだけです。)
 
その他にもフォローしてくれている人にフォロー返しをすることで、大きな発見につながることもあります。自分からフォローした人は知り合いだったり、自分の興味の範囲内の人が多いと思いますが、フォローしてくれる人はわりとさまざまだったりします。全く興味の範囲もかみ合わずどうしてフォローしてくれているのか理由がわからないこともあるのですが、フォローし返しておくと面白い発見があるのです。言葉は特に面白いですね。趣味も年代も違うと、使っている言葉が全く違います。全然理解できなくて調べてしまうこともあります。これが意外と知識につながるのです。
今は検索エンジンが優れている為、探したいキーワードさえわかっていればすぐに調べることができるのですが、普段は基本は自分の知っている物や事、興味がある物や事でしか調べることは無いですよね？それだと知識は深まりますが、なかなか広がっていかないんですね。でも、twitterで全く知らない言葉が飛び込んできた時、調べる癖がつくと、知識が広がっていく感覚が生まれます。
正直、正当な使い方なのかどうかはわからないのですが、こんな使い方をしても楽しめるという一例をあげさせてもらいました！！
もし、SNSやってみたいとか、やってみたけどどう使えば良いのか？もう普通に楽しんでいるけど、もうちょっと別の使い方もあるんじゃないかな？なんて思っている方がいましたら、参考にしてみてください！
それと、もしよろしければSouken Magazineスタッフもフォローしてみてくださいね！！
 
 
文／o.t.p @otpro
 
 
 
スタッフ
 
G.Mikami  ＠yomizo　
 
笑みっきー　＠emk03
 
信原　健　@nobuken0802


音を楽しむ
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普段あまり気にしていなくても、
何気ない瞬間に気付く音がある。
 
鳥の声
風の音
遠くからきこえる犬の鳴き声。
 
花火の音。
子供達が走り回っている。
誰かが笑っている。
 
耳をすませばいくらでも
新しい音が耳に入ってくる。
 
それは不協和だけど心地良く
心をなごませてくれる。
 
暑い暑いとあおぐ
パタパタという
うちわのリズムに合わせて
鼻唄をうたってみる。
 
普段は気にしない多くの「音」を
楽しみながら
新しいメロディを口ずさむ
 
なんだか昔の事を思い出しながら…
 
暑い暑い夏の日に
生まれては消える音を
心から楽しむ。
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人の能力を引き出そう
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人間には多くの能力が眠っています。ただ、多くの人がそれに気付かないで眠らせっぱなしの状態でいます。とてももったいない！
どうすれば、能力を目覚めさせることができるのでしょうか？
 
実は、自分自身で自分の能力を目覚めさせるのは至難の技です。まず、自分の能力に気付けない、気付いても自信が持てないという人がほとんどなのではないでしょうか？
ですが、良いコーチや、メンターに出会えると一気に能力が目覚めることがあります。
大概、「この人すごいな～」と思われる人には、この人と出会って自分は変わりました！というエピソードがつきものです。
実は、その能力の種は自分の中にあったのですが、それに気付かず、育て方もわからなかったのに、突然、水をあげ肥料をくれる人が現れ能力が開花するのです。
 
自分の能力に気付いた人は、キラキラと輝きはじめ、表情も活き活きとしはじめます。
そして、多くの人に影響を与える人物になるのです。
 
そんなの恵まれた才能を持った人間だけでしょう？って思われる方もいるかもしれませんが、私はそうは思いません。誰にでも眠れる才能があると信じています。
現に私の周りでも眠れる才能を開花させ、輝きはじめている人がいます。とても楽しそうで、こちらがうらやましく感じるくらいです。
 
もし、自分の能力がどうしてもわからないという人は、身近な人の能力に注目してみてください。部下、同僚、家族、友人、恋人誰でもかまいません。何も大袈裟な能力を探す必要なんてありません。まずはほんのささいなことでいいのです。
この人は礼儀が正しいとか、その人がいるとなぜか雰囲気が明るくなるとか、そこに気付くことからはじめましょう。
 
そこに気付いたら、それはなぜなのか考えます。
礼儀が正しいと感じるのは、
武道をやっているからだ。
背筋がピンと伸びているからだ。
声が大きくハキハキしているからだ。
 
雰囲気が明るくなるのは、
いつも笑顔だからだ。
愛嬌のある顔をしているからだ。
優しい言葉をかけているからだ。
等などと。
そうして分解をしたら、その人を褒める言葉を考えます。
君はいつも凛としていて、ハッキリ話すので人に好感を与えるね！
君はいつもニコニコしていて周りを幸せにしているね！
と、いうような形で、沢山考えてみましょう。
 
そして、本人に伝えましょう！！と、言いたいところですが、伝えなくてもいいです。
いや、逆に伝えるべきではありません。
なぜなら、突然そんなこと言われても、びっくりして警戒されるのがオチだからです。
ただ、常に褒め言葉を考えて、会う度に心の中で思うようにします。そうすると不思議なことに、その人が能力を開花させるのです！
 
え！？なんで！？そんなバカな！？
 
と、思われるかもしれませんが、騙されたと思ってやってみてください。
かなり高い確率で、効果が実感できるはずです。
しかも、そうしているウチに自分の能力にも気付きはじめるはずです。
 
……………？？？？でしょうか？？
 
ある心理学の効果と、脳の特徴を利用しているのですが、説明すると長くなるので、またの機会に！まずはとにかくやってみて損はしないと思われますので騙されたと思ってやってみてくださいね！
 
 
文／o.t.p @otpro


心理学とマーケティング
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キーワードはシェア化と、情報化
 
 
今月は前月までの問題点を踏まえた上で、解決法を探って行こうと思う。先月までの説明で、市場が飽和状態であり、さらにリユースを推進することによって、不確定要素が増える上、さらに厳しい状態が加速することを述べた。(読まれてない方は是非Souken Magazine Vol.3をご参照ください。)しかし、リユースは今後さらに推進されるべきであり、それを踏まえた上での戦略が必要になってくる。
 
さて、リユースが推進されると、まず直接ダメージを受けるのは製造業であることは、想像に難く無い。タダでさえ冷え込んでいる消費に、市場に物が溢れている。その上に商品を大量に生産して流し込んだところで、当然販売に繋げるのは難しい。そこで、宣伝、セールス、マーケティングに力を入れようというのが流れとしてあったのだが、それもだんだんと効力を失いはじめている。
 
と、なると当然ながら製造業は今まで通りのやり方では儲けをだすことが出来ない。そこで考えるのが、規模の縮小と人件費の安い海外への工場移転である。しかし、これは会社の利益の一時的改善にはなるが、根本的な解決策にはなっていない。それどころか、リストラで人員削減策をメインにとると、大きな会社であるほど多くの失業者をだし、国内のマーケットは縮小する可能性がある。実はそこで働いている人間は自社商品の商品を消費する消費者であることも少なくないし、優れた商品を作っている場合、その家族、親戚、友人に無料でコマーシャルをしてくれる存在であったりもする。それが一気に離れてしまうのだ。そして失業者が増えれば当然景気が悪化するので、さらに市場も冷え込む。さらに売れない状況に拍車がかかる。完全な負のスパイラルだ。
 
しかし、会社を潰してしまうよりは、人員削減策をとったほうが良いのではという意見もあるだろう。もちろん何かしらのリストラを行う必要はあるだろう。しかし、何もリストラは人員削減ばかりではない。発想を転換する必要があるのだ。それには2つのキーワードを的確に捉えることが重要だと私は考えている。
 
キーワード1
 
シェア化
 
若い世代を中心にルームシェアやカーシェアなどが最近徐々に広がりを見せている。今までは私有することが消費のメインだったが、今後はこのシェアも視野に入れた商品開発、販売戦略を考えるべきだろう。一見、物をシェアされると消費自体が冷え込んでしまうのではないかと思われる方もいるだろうが、私はそうは思わない。
 
例えば、カーシェア。
Aさんと、Bさんという2人の人が車の購入を検討していたとする。
しかし、それぞれ現在使える予算が80万円だったとする。
普通に考えると、2人は中古車を購入するか、もう少し予算が貯まるまで購入を先延ばしするかというところに話が落ち着くのではなかろうか。しかし、厳しい時代、先延ばしをすれば購入しないままになる可能性が高い。しかし、この2人が知り合いであり、お互い車を使う時間がずれていたらカーシェアという方法をとることもできる。そうすれば160万円の予算で一台所有することができる。
 
マーケティングの視点から見てみよう。
 
アンケートなどで車を購入するための資金は、平均予算80万円という情報を企業側が持っていたとしよう。これを見て、今までの発想のままでいくと、いかに一台当たりの生産コストを下げて予算に近づけていくかというところに考えが及ぶのではなかろうか？これは当然と言えば当然だ。しかし、生産コストを下げるということは、生産拠点を海外に移したり、生産量を上げることによって、部品調達の費用を安くしよう等という発想になりがちだ。そうすると、需要以上の生産を起こし、宣伝を含めた販売力を駆使する必要が出てくる。しかし、当然需要以上の販売は大苦戦するであろうし、そのために販売店が販売価格を下げてしまったりして、市場価格がさらに下がってしまい当然利益も出ない。
 
しかし、ここにシェアの発想を持ってくると視点が変わる。
例えばこういうことだ。
実売８０万円の車を製造するのはかなり困難が伴うだろう。しかし、160万円ならどうだろう？これは当然のように作れるのではなかろうか？しかも、80万円の車の2台分の製造コストがかかったとしても、輸送費等を考えれば安く上がるし、当然ながら無駄な大量生産をしないために商品を余らすリスクも低減する。使っている材料も減るし、工場の稼働時間も減るので地球環境にも優しい。
 
もちろん、難点が無い訳ではない。少しずつ増えているとはいえ、シェアはまだ一般的ではないし、利点を理解している人間はまだまだ少ない。
 
そこで、マーケッターの出番である。
今後のマーケッターの仕事はシェアの教育、普及活動と、それに伴うニーズの拾い上げと開発にある。消費者にシェアすることの利点をわかりやすく提案し、シェアできる環境の構築、シェアコミュニティの創造。さらに出てくる不満を解消しうる商品を開発するための資料等を作成することも必要となる。
先の車の例で言えば、ユーザーに今の予算で、予算以上の車に乗れる上、駐車場代、税金、保険も半分に出来ます！と利点を説明し、シェアするための保険プランやシェア用の駐車場の確保、支払いのルール決めのアドバイス用の資料を作成したり、ネット上にシェア用のサイトや掲示板を構築したりといったことである。また、簡単につけられて取り外して洗えるシートカバーを提案したり、いつも車に入れておきたい物がある時、2段の鍵付きのロッカートランクをオプションで付けられるようにしたり、会員用共有予定表サイトを構築したり等。
こういったことをマーケッターがうまく企業に提案することができれば、地球環境にも配慮したうえで市場を広げることに繋がる。当然、他の業界でもこの考え方の応用は効くはずだ。シェアの発想は新しい需要を生み出す可能性を秘めている。このキーワードを意識するだけで市場の可能性はぐっと広がるのだ。
 
さて、第二のキーワード「情報化」にいきたいところだが、今月はここまで。続きはまた次回以降にしていこうと思う。
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マンガはただの娯楽じゃない！
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マンガはただの娯楽じゃない！明日のための活力だ！！
 
マンガ…日本が世界に誇れるものの一つ。麻生太郎元首相の大好きなもの。部屋の整理をしている時に棚の奥から出てくると、つい読みふけってしまうもの。テスト前やテスト期間中に視界に入ると、つい読みふけり、気づくと全巻読破してしまうもの。
 
マンガは分野で言えば「娯楽」という分野に位置するものである。では「娯楽」とは何か。『大辞林』によると「心を慰め、楽しむこと。また、そのような物事。笑い、喜ぶような楽しみ。」となっている。
この意味での娯楽をマンガは内包していることは間違いない。ただし、それだけではない、精神的効能や学びがある。
 
その証拠として、語り継がれる数々の名言がマンガから生まれていることが挙げられる。中でも、高校バスケマンガ『スラムダンク』の「あきらめたらそこで試合終了ですよ…？」はスポーツマンだけでなく、ビジネスマンにも力を与えてくれる名言である。
 
また、マンガの登場人物によって語られる言葉は、平易な表現であり、頭と心にスッと入ってくる。そのため、ビジネス書などを読むより学べることがある。
一例を挙げよう。講談社の発行するマンガ週刊誌『モーニング』に掲載中の『GIANT KILLING』の一場面である。
プロサッカーチームの監督である達海猛が、体格に恵まれないFW選手である世良の試合中のプレーを見てこう言う。
 
「世良みたいな選手ってのは自分に何ができないかを知ってる　それはつまり自分にできる限られたことがわかってるってことだ　だからピッチで迷わない　選択肢がない分　プレー中の判断が早い　（中略）　おそらく世良みたいな連中は…　劣等感から始まってる　できないことを消去法で削ぎ落とし　できることだけを磨いてプレーしてる　磨いて輝かないものなんてない　だから期待するんだ俺は　そういう奴が才能ってもんを凌駕すんのを」
 
終身雇用の崩壊により「職」が揺らぐ今、様々なキャリア関連本が出ている。その中でよく言われるのが、「自分の専門性を磨け」ということである。上記の場面はそれと重なる。是非、就職活動前の学生にも読んでもらい、感じてもらいたい場面である。
上記の引用部分を読むだけではわからないが、実際のマンガを読むと、これらの言葉がストーリーの流れの中で絵を伴って出てくるので、そのシチュエーションがそのまま記憶される。そして社会人として生きていく中で大きなヒントとなる。
『もしも高校野球の女子マネージャーがドラッカーの「マネジメント」を読んだら』以降、ストーリーを伴ったビジネス書が急激に増えたが、その利点は分かりやすさ、エピソードとしての記憶のしやすさだと言える。マンガにも同じ利点があり、加えて絵があることで、映像として頭に残りやすい。
 
このように、良いマンガは娯楽の一つであるだけでなく、生きる力を与えてくれるもの、学びがあるものである。読み流して「おもしろかった」で終わるのもいい。しっかり読んで考えさせられるのもまたいい。これからも、おもしろいマンガや生きるエネルギーを与えてくれるようなマンガをたくさん読んでいきたい。
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ヤキモチ焼きの心理学
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嫉妬とはどんな感情か
 
「嫉妬は人間に生まれつき具われるものなり」
ヘロドトス『歴史』
 
嫉妬は人間関係においてごくごくありふれたものであり、生後５ヶ月ほどの赤ちゃんにも観測されている感情です。誰もが感じたことがあるであろう、この身近な感情。この嫉妬という言葉を聞いて、良いことを連想する人は少ないのではないでしょうか。私はこの言葉を聞いたとたん頭の中が思春期の頃までタイムスリップし、恥ずかしいやら懐かしいやら、何ともヘンな気持ちになります。
 
そもそも嫉妬って一体どんな感情なのでしょう。
Wikipediaによりますと「嫉妬とは、自分と異なるものや、自分から見てよく見えるもの、自分が欲しい(欲しかった)ものなどを持っている相手を快く思わない感情。」とあります。デジタル大辞泉には「自分よりすぐれている人をうらやみねたむこと。やきもち。」とも。
その感情には、羨ましさ、怒り、悲しみ、ショック、敗北感、絶望感などなど、様々なものがあります。またそれはひとつだけではなく、同時にいくつも組み合わさって私たちに襲いかかってきます。
ではどんな時に、人は嫉妬を感じるのでしょうか。
 
「嫉妬は常に他人との比較においてであり、比較のないところには嫉妬はない」
フランシス・ベーコン『随筆集』
 
嫉妬は比較対象となる相手が現れて初めて起こる感情です。自分とその相手を比較して、自分の方が劣っていると感じた時に嫉妬心を抱きます。例えばあの人に比べて私は学力が低いとか、財産が少ないとか、容姿が美しくないとか…。相手の優れた部分を羨ましいと感じるうちに、それに比べて自分には力が足りない、自分は不完全だと感じ、自分自身のことを嫌いになってしまうこともあります。
また、ある人が、自分の尊敬する人に褒められたり、自分の愛する人と親しくしているのを見た時にも、人は嫉妬の感情をおぼえます。自分のことだけを見て、自分のことだけを褒めて欲しいのに、どうしてあの人を褒めるのだろうと疑問に思ったり、悔しさや怒りの感情が沸き起こったりします。その人の後から褒められても、なんだかもういいよ、あの人と仲良くしたら？と冷たい態度をとってしまったり、褒められて嬉しいのに嬉しくない振りをしたり…なんて経験、皆さんにも一度はあるのでは？
他人のことなんて気にせず生きていけたらどんなに楽チンでしょう。でもなぜか人のことが気になって仕方がない。一体どうして自分と人とを比べてしまうのでしょう。
 
「嫉妬のうちには愛よりも自愛のほうが多く潜んでいる」
ラ・ロシュフコー『道徳的反省』
 
人は誰でも自分を大切だと思っています。また自分は人より幸せでありたいと願う生き物です。そして自分だけでなく、自分の周りの人のことも幸せにしてあげたいという願望を持ったり、幸せにしてあげなければという責任感を抱いたりします。そうして生きている人は自然と自分にプライドを持つようになります。そんな時、その目標を自分より先に、しかも簡単そうに(自分から見た時に)実行している人と出会ってしまうと、自分の方ががんばっているのにずるい、とか、自分の方が優れているのにおかしい、などという嫉妬をおぼえます。これは相手を羨ましいと思う以上に、自分自身を愛している、つまり自負心により生じるものなのです。プライドを持つということは悪いことではありません。しかし何の罪もない第三者によってプライドを傷つけられたと錯覚することはやめなければならないことです。
ひとたび嫉妬を感じると人は、私なんてどうせ…と自分を責めたり、あの人のせいで…と相手を責めたり、あいつさえいなければ…と自分を取り巻く状況まで責めたり。とにかくとてもネガティブな思考に陥ってしまいます。これは誰が見ても良くないループです。なんとかして抜けださなければ！
 
ではどうやったらいいの？？
 
「嫉妬心を少しも持たず、友人の成功を喜ぶ強き性格の持ち主は皆無なり」
アイスキュロス『断片』
 
嫉妬という感情は誰にでもあり、それを抑えることはなかなかできることではありません。でもなるべく嫉妬をしないように感情をコントロールすることなら誰にでもできます。一番の近道は、自分自身を好きになることです。それには自分の価値を認め、自分に自信を持つことが何よりも大切です。
外の第三者に意識が向いていると、自分の良いところは見えなくなってしまいます。自分の内側にある素晴らしいものに意識をフォーカスしていると、自分に自信が持てるようになります。そうするうちに自分と人とを比べない、自分は自分なのだから、これでいいのだという、バカボンのパパのようなポジティブな思考に切り替わります。こうなったらしめたものです。自分の幸せは自分が決めるものです。誰と比べてどうとかいうことではない、自分が幸せだと感じていることが大切なのだと気付くことができます。
 
「卑しい心がその奴隷となって苦しむ嫉妬は、学問もあり、気性のすぐれた者にあっては競争心となる」
アレキサンダー・ポープ『人間論』
 
マイナスの感情、醜い感情とされやすい嫉妬ですが、その嫉妬が向上心と結びついた場合はこの限りではありません。嫉妬にはものすごいパワーがあります。嫉妬心をプラスに働かせることができれば、人生を動かすエネルギーとなり得るのです。
自分にできないことをできる人に出逢った時、ただ悔しがるのではなく、その人を超えるべきライバルだと設定することができれば、負けたくないとの意識が作用して、思わぬ成長に繋がることがあります。
人を羨ましいと思ったら、その人のようになりたいという前向きな気持ちに変えてみましょう。そうすればどんな人に出逢っても自己の課題を見つけることができます。すると、優れた人に逢えば逢うほど自分の目標を増やすことができます。
どうせなら嫉妬とうまく付き合って、成長の糧としちゃいましょう。
 
かくいう私も実は少し（？）ヤキモチ焼きです。だから常に自分は幸せだなぁと声に出して言ったり、自分ってスゴイなぁとワザと自画自賛したりして、なるべく自分を好きでいるように努力しています。こうすることで心に余裕が生まれ、人を素直に尊敬することができ、良いところはマネしようと自然に思うことができます。これを続けていけば、いつしか自分自身が人から嫉妬されるほどスゴイ人間になっているかも！？と期待したりしています。
 
 
 
文／笑みっきー　＠emk03

４コマまんが
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作／笑みっきー　＠emk03
iPad、iPhone、iPod touch をお使いの場合、画像をダブルタップすると別画面で開くことができます。ピンチアクションで拡大、縮小ができますので、字が小さくて読みにくいとお感じの場合はお試しください。


こんなことやってみた！！
 
zassoutyanyokoku - iPhone-1.mov
 
新進気鋭アーティスト（！？）まぽっこと、音楽家o.t.pのコラボ作品
『ざっそうちゃん』の予告編ムービー
 
この作品はYOUTUBEでも観ることができます。
是非ともご覧ください！！
 
まぽっこのブログも是非応援してください！
まぽっこ　http://blog.goo.ne.jp/mapokko


編集後記
[image: hensyukouki.png]
ふー…無事に完成した…。
今回はきつかった…。
できて良かった…。
 
これが今回の偽らざる気持ちです。
段々作業に慣れてきたこともあり、今回はスムーズに進むかと思っていたのですが…。
今までの号では、文章を書くとき、テーマさえ決まってしまえば、書き進めることが出来たのですが、今回私は何度も筆がとまり、一から書き直すという作業を繰り返しました。また、スタッフ達も今回は皆、ぎりぎりまで書き直しの作業がありました。
 
物を作るという作業はけして楽しいだけではありません。作りだす時には悩んだり迷ったりといわゆる産みの苦しみというものがつきものです。前回までは、勢いでやってきましたが、作品を重ねる内にそれだけではやっていけなくなります。何かしらの壁にぶつかっても仕方の無いことでしょう。
 
 
しかし！！おかげで良い物を作ることが出来ました！！
 
壁にぶつかるということは、けして悪いことではありません。今までの作品より良い物を作りたい。自分はもっとできるはず！と、思うからこそぶつかってしまうものだからです。今回それを乗り越え作り出すことが出来たということはまた、自分たちは成長出来たということだと思います。今回も良い勉強、良い経験をすることができました。
 
 
 
みんな！！がんばってくれてありがとう！！
迷っても悩んでも進めば開ける道がある！！
継続は力なり！！
来月はさらに成長しよう！！
 
ということで、進化し続けるSouken Magazine！！
今後も是非おつきあいくださいね！！
 
 
 
 
編集長　三上壽久（ミカミトシヒサ）
twitter　o.t.p  @otpro
 
 
追伸
 
最近電子書籍の注目度があがってきています。
ある程度PCの扱いに慣れている方なら思った以上に簡単に作成することができます。
 
Souken Magazineは、ヴァージョンの違いこそありますが、ほぼ、
コチラ
の機材やソフトを使って作られています。
もしも、自分も作ってみたい！！と、思われた方がいましたら是非ご参照ください。
 
作ってみたよ！または、もう作っているよ！！なんて方がいましたら、是非twitter上でo.t.p   @otproまでご連絡ください。当誌で紹介させて頂きます！！


発行／編集
 
o.t.p総合研究所 http://www.otpsouken.com/
　　　　　　所長　三上壽久（o.t.p)
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STAFF
 
執筆／表紙写真／デザイン／音楽
o.t.p   @otpro
 
４コマまんが／コラム
笑みっきー　＠emk03
 
執筆
G.Mikami ＠yomizo　
 
GIFアニメ
まぽっこ　ブログ　
 
テクニカルアドバイス
信原　健　@nobuken0802
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お読み頂きありがとうございます。
よろしければぜひお友達にも紹介してください！！ 
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